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『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考

―
「
春
愁
三
首
」
に
非
ず
―

廣

岡

義

隆

〇
キ
ー
ワ
ー
ド
＝
巻
末
八
首
・
早
春
譜
曲
四
首
・
晩
春
歌
曲
四
首
・
景
物
・

家
持
歌
の
空
白

一
、
は
じ
め
に
―
掲
載
の
経
緯
―

当
稿
は
二
〇
〇
一
年
三
月
一
一
日
の
美
夫
君
志
会
三
月
例
会
で
「
巻
十

九
の
巻
末
歌
群
―
「
春
愁
三
首
」
に
非
ず
―
」
と
し
て
発
表
し
た
内
容
で

あ
る
。
Ｂ
四
プ
リ
ン
ト
七
枚
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
十
数

年
前
の
も
の
に
な
る
。

畏
兄
村
瀬
憲
夫
氏
は
、
昨
年
（
二
〇
一
二
年
）
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た

美
夫
君
志
会
全
国
大
会
の
発
表
「
万
葉
集
末
四
巻
の
編
纂
―
構
想
論
・
構

造
論
・
家
持
論
―（

１
）」
に
お
い
て
、
右
の
口
頭
発
表
を
資
料
と
し
て
引
く
と

共
に
、「
是
非
活
字
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇

一
三
年
一
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
萬
葉
集
の
編
纂
と
成
立
を
考
え
る

会
」
一
月
例
会
で
の
村
瀬
憲
夫
氏
の
発
表
「
大
伴
家
持
春
愁
三
首
歌
と
詩

経
」の
中
に
お
い
て
も
、こ
の
十
数
年
前
の
発
表
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ

た
。
学
と
情
に
篤
い
村
瀬
憲
夫
氏
に
、
頭
の
上
が
ら
ぬ
思
い
で
我
が
方
寸

は
溢
れ
る
。

こ
こ
に
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
は
敢
え
て
触
れ
ず
、
時
を
口
頭
発
表

の
二
〇
〇
一
年
三
月
一
一
日
に
固
定
す
る
形
で
、
そ
の
内
容
の
大
要
を
記

録
す
る
。
プ
リ
ン
ト
内
容
そ
の
も
の
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
先
行
研
究
を

詳
し
く
記
し
て
い
た
が
、
多
く
は
省
略
し
、
眼
目
・
大
要
を
中
心
に
録
す

る
形
を
と
る
。
こ
の
点
、
諒
と
さ
れ
た
い
。
歌
群
研
究
史
の
概
要
は
小
野

寛
氏
の
「
春
愁
絶
唱
三
首
の
読
み
の
現
在（

２
）」
で
縦
覧
で
き
る
。
こ
の
こ
と

も
、
当
初
の
発
表
プ
リ
ン
ト
に
お
い
て
言
及
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

該
当
の
巻
第
十
九
の
巻
末
歌
群
八
首
を
こ
こ
に
引
く
。

十
一
日

大
雪
落
積

尺
有
二
寸

因
述
拙
懐
歌
三
首

大
宮
能

内
尓
毛
外
尓
母

米
都
良
之
久

布
礼
留
大
雪

莫
踏
祢

乎
之

（
19
・
四
二
八
五
）

御
苑
布
能

竹
林
尓

鸎
波

之
波
奈
吉
尓
之
乎

雪
波
布
利
都
々

（
19
・
四
二
八
六
）

鸎
能

鳴
之
可
伎
都
尓

尓
保
敝
理
之

梅
此
雪
尓

宇
都
呂
布
良

牟
可

（
19
・
四
二
八
七
）
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十
二
日

侍
於
内
裏

聞
千
鳥
喧

作
歌
一
首

河
渚
尓
母

雪
波
布
礼
々
之

宮
裏

智
杼
利
鳴
良
之

為
牟
等
己

呂
奈
美

（
19
・
四
二
八
八
）

二
月
十
九
日

於
左
大
臣
橘
家
宴

見
攀
折
柳
條
歌
一
首

青
柳
乃

保
都
枝
与
治
等
理

可
豆
良
久
波

君
之
屋
戸
尓
之

千

年
保
久
等
曽

（
19
・
四
二
八
九
）

廿
三
日

依
興
作
歌
二
首

春
野
尓

霞
多
奈
毗
伎

宇
良
悲

許
能
暮
影
尓

鸎
奈
久
母

（
19
・
四
二
九
〇
）

和
我
屋
度
能

伊
佐
左
村
竹

布
久
風
能

於
等
能
可
蘓
氣
伎

許

能
由
布
敝
可
母

（
19
・
四
二
九
一
）

廿
五
日

作
歌
一
首

宇
良
宇
良
尓

照
流
春
日
尓

比
婆
理
安
我
里

情
悲
毛

比
登
里

志
於
母
倍
婆

（
19
・
四
二
九
二
）

春
日
遅
々

鶬
鶊
正
啼

悽
惆
之
意

非
歌
難
撥

耳

仍
作
此

歌

式
展
締
緒

但
此
巻
中

不
偁
作
者
名
字

徒
録
年
月
所
處
縁
起
者

皆
大
伴

宿
祢
家
持

裁
作
歌
詞

也

二
、
家
持
詠
の
歌
数
の
推
移

ま
ず
は
、『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
に
お
け
る
大
伴
家
持
の
詠
作
歌
に
つ
い

て
、
確
認
し
て
お
く
。
家
持
は
、
巻
第
十
九
の
巻
末
記
（
上
に
記
し
た

四
二
九
二
番
歌
の
左
注
の
次
条
）
で
は
、
巻
第
十
九
に
お
い
て
作
者
の
「
名
字
」

を
録
し
て
い
な
い
の
は
自
身
の
作
品
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
分

る
よ
う
に
、自
身
の
作
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
家
持
作
歌
に
つ
い
て
、

年
月
次
を
追
う
形
で
、
そ
の
詠
作
数
（
作
品
数
）
を
見
て
ゆ
く
。

天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）

正
月

短
２
（
宴
歌
）

二
月

短
１
（
旅
宿
で
の
詠
歌
）

以
上
、
巻
第
十
八

―
―
＊
―
―
＊
―
―
＊
―
―
＊
―
―

三
月

短
23

長
６

反
９

以
下
、
巻
第
十
九

四
月

短
８

長
７

反
11
Ａ

五
月

短
３

長
２

反
３

六
月

短
１
（
見
芽
子
早
花
）

七
月

０

…
…
「
０
」
は
家
持
の
詠
作
作
品

八
月

０

が
無
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

九
月

短
１
（
宴
歌
）

十
月

短
１
（
宴
歌
）

十
一
月

０

十
二
月

短
１
（
雪
日
作
歌
）

天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）

正
月

短
３
（
宴
歌
）

二
月

短
１
（
宴
歌
）

三
月

０

四
月

短
１
（
詠
霍
公
鳥
歌
）
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五
月

０

六
月

０

七
月

０

八
月

短
６
長
１
反
１
（
遷
任
上
京
に
関
わ
る
歌
々
）

九
月

０

十
月

短
１
（
宴
歌
）

十
一
月

０

十
二
月

０

天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）

正
月

０

二
月

０

三
月

０

閏
三
月

長
１
反
１
（
儲
作
歌
）

四
月

０

五
月

０

六
月

０

七
月

０

八
月

０

九
月

０

十
月

０

十
一
月

短
３
（
宴
歌
）

十
二
月

０

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）

正
月

短
４

Ｂ

二
月

短
４

以
上
、
巻
第
十
九

―
―
＊
―
―
＊
―
―
＊
―
―
＊
―
―

三
月

０

四
月

０

五
月

０

以
下
、
巻
第
廿

六
月

０

七
月

０

八
月

短
１
（
宴
歌
）

九
月

０

十
月

０

十
一
月

０

十
二
月

０

右
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
巻
第
十
九
の
巻
頭
歌
群
（
こ
れ
を
Ａ
と
す
る
）
と

巻
第
十
九
の
巻
末
歌
群
（
こ
れ
を
Ｂ
と
す
る
）
を
別
と
す
る
と
、
家
持
の
作
品

は
極
め
て
少
な
く
て
、
し
か
も
宴
や
そ
れ
に
関
わ
る
歌
（
儲
作
歌
）
が
多
く
、

作
者
の
内
発
的
な
詠
作
歌
は
天
平
勝
宝
二
年
六
月
の「
見
芽
子
早
花
」（
19
・

四
二
一
九
）、
同
年
十
二
月
の
「
雪
日
作
歌
」（
19
・
四
二
二
六
）、
天
平
勝
宝

三
年
四
月
の
「
詠
霍
公
鳥
歌
」（
19
・
四
二
三
九
）
の
短
歌
三
首
に
過
ぎ
な
い

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
歌
群
Ａ
に
関
し
て
は
、
天
平
勝
宝
二
年
の
三
月
・

四
月
・
五
月
と
し
た
が
、
そ
の
五
月
の
作
の
内
「
短
２
長
１
反
２
」
は
五
月

二
十
七
日
と
そ
れ
以
降
と
推
測
さ
れ
、
他
の
「
短
１
長
１
反
１
」（
五
月
六
日
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と
そ
れ
に
近
い
日
の
作
）
か
ら
は
時
期
が
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
歌
群
Ａ
を

三
月
・
四
月
に
限
定
す
る
の
が
良
い
側
面
が
あ
る
。

北
山
茂
夫
氏（

3
）は
、天
平
勝
宝
五
年
三
月
か
ら
七
月
に
及
ぶ
空
白
期
間（
即

ち
、
歌
群
Ｂ
よ
り
後
の
空
白
）
に
つ
い
て
、

こ
の
、
あ
ま
り
に
も
著
名
な
家
居
独
詠
三
首
（
注
、
四
二
九
〇
〜

四
二
九
二
番
歌
）
の
あ
と
、
作
歌
の
中
絶
す
る
こ
と
五
ヵ
月
に
及
ん
だ
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
も
家
持
に
は
生
じ
が
ち
な
、
例
の
歌
日
誌
の
ブ

ラ
ン
ク
で
あ
る
。
七
四
四
（
天
平
一
六
）
年
の
後
半
か
ら
翌
年
一
杯
、

作
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
（
す
く
な
く
と
も
、
自
他
の
歌
を
記
録
し
て
い
な

い
）。
越
中
国
守
時
代
に
も
、
元
正
上
皇
の
死
、
あ
る
い
は
聖
武
天
皇

の
退
位
の
直
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
長
い
空
白
が
見
ら
れ
た
。
い

ま
の
わ
た
く
し
に
は
、直
接
的
な
原
因
は
つ
き
と
め
に
く
い
け
れ
ど
、

と
も
か
く
、
こ
こ
に
い
く
ど
め
か
の
空
白
が
生
じ
た
。

と
指
摘
し
、
ま
た
市
瀬
雅
之
氏（

4
）は
、
天
平
勝
宝
三
年
十
月
ご
ろ
か
ら
翌
四

年
十
一
月
頃
ま
で
の
空
白
期
間
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

三
、
巻
第
十
九
の
巻
末
部
に
つ
い
て

巻
第
十
九
の
巻
頭
歌
と
巻
末
歌
、
特
に
巻
頭
Ａ
歌
群
の
中
で
も
冒
頭
部

の
四
一
三
九
か
ら
四
一
五
〇
番
歌
と
、
巻
末
Ｂ
歌
群
の
中
で
も
大
尾
部
の

四
二
九
〇
か
ら
四
二
九
二
番
歌
（
通
称
「
春
愁
三
首
」）
と
の
照
応
に
つ
い
て

は
、従
来
か
ら
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

川
口
常
孝
氏
に
よ
る
否
定
的
発
言
を
こ
こ
で
引
い
て
お
く
。

巻
十
七
の
巻
初
は
特
別
な
も
の
と
し
て
、
他
の
全
体
を
見
渡
し
て

み
る
と
、
お
お
よ
そ
と
し
て
、
発
端
（
巻
初
）
は
三
月
で
あ
り
、
終
結

（
巻
末
）
は
正
月
な
い
し
二
月
で
あ
る
と
い
う
範
型
が
帰
納
で
き
そ
う

で
あ
る
。
…
中
略
…
、
巻
十
九
巻
末
歌
群
は
、
ご
く
自
然
に
あ
る
べ
き

位
置
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
配
列
は
、
決
し
て
意
図

や
作
為
の
結
果
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

5
）。

…
上
略
…
。
対
応
は
、
巻
初
、
巻
末
に
位
置
す
る
が
ゆ
え
の
対
応
で
は

な
く
、
ま
た
、
家
持
の
代
表
作
品
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
相
互
照
応

に
よ
る
そ
れ
で
も
な
い
。
か
れ
の
こ
れ
へ
の
深
化
が
美
事
に
果
た
さ

れ
て
い
る
が
ゆ
え
の
対
応
で
あ
る（

6
）。

大
伴
家
持
に
お
い
て
、
巻
第
十
九
を
構
成
す
る
に
際
し
て
の
結
構
と
し

て
、
巻
頭
Ａ
歌
群
と
巻
末
Ｂ
歌
群
の
配
置
は
当
然
意
図
さ
れ
て
い
た
に
違

い
な
い
が
、
そ
れ
は
巻
次
編
集
上
の
配
置
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

以
上
の
も
の
を
考
え
な
い
の
が
良
い
。

こ
こ
で
は
、
巻
第
十
九
巻
末
の
Ｂ
歌
群
八
首
に
つ
い
て
、
基
本
的
事
項

を
見
て
お
こ
う
。

こ
の
八
首
に
つ
い
て
、
ま
ず
太
陽
暦
換
算（

7
）の
月
日
を
示
し
、
そ
の
概
ね

の
季
節
感
を
窺
う
し
る
べ
と
し
よ
う
。

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）

正
月
十
一
日
…
…
太
陽
暦
二
月

十
八
日
…
…
３
首

十
二
日
…
…
太
陽
暦
二
月

十
九
日
…
…
１
首

二
月
十
九
日
…
…
太
陽
暦
三
月
二
十
八
日
…
…
１
首

廿
三
日
…
…
太
陽
暦
四
月

一
日
…
…
２
首

廿
五
日
…
…
太
陽
暦
四
月

三
日
…
…
１
首
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次
に
、
こ
の
八
首
の
歌
に
詠
ま
れ
る
景
物
と
そ
の
歌
の
場
に
つ
い
て
、

縦
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

歌
番
号

旧
暦
の
月
日

景

物

詠
作
の
場
な
ど

四
二
八
五

正
月
十
一
日

大
宮

内

外

大
雪

大
宮
の
内
・
外

四
二
八
六

正
月
十
一
日

御
苑
布

竹
林

鸎

雪

大
宮

四
二
八
七

正
月
十
一
日

可
伎
都
（
垣
内
）

鸎

雪

梅

大
宮
の
（
内
）
外

四
二
八
八

正
月
十
二
日

宮
裏

雪

河
渚

智
杼
利
（
千
鳥
）

内
裏
（
宮
裏
）

四
二
八
九

二
月
十
九
日

屋
戸

青
柳

橘
家
（
宴
歌
）

四
二
九
〇

二
月
廿
三
日

鸎

春
野

霞

暮
影

春
野
（
依
興
歌
）

四
二
九
一

二
月
廿
三
日

屋
度

村
竹

風

由
布
敝

我
宿
（
依
興
歌
）

四
二
九
二

二
月
廿
五
日

春
日

比
婆
里

春
野
（
悽
惆
歌
）

右
は
歌
の
場
（
下
端
）
と
歌
の
景
物
列
挙
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
を
見
て

わ
か
る
こ
と
は
、
時
・
場
と
共
に
推
移
し
て
行
く
景
物
で
あ
る
。
場
の
ま

ま
に
、
時
の
ま
ま
に
、
そ
れ
に
抗
う
こ
と
な
く
、
歌
詠
内
容
も
推
移
し
て

い
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、押
さ
え
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。

即
ち
、
前
半
四
首
は
正
月
十
一
〜
十
二
日
の
大
宮
の
景
で
あ
る
。
題
詞

に
「
十
一
日
、
大
雪
落
積
、
尺
有
二
寸
。
因
述
拙
懐
歌
三
首
」（
四
二
八
五
〜

四
二
八
七
番
歌
、
題
詞
）、「
十
二
日
、
侍
於
内
裏
、
聞
千
鳥
喧
、
作
歌
一
首
」

（
四
二
八
八
番
歌
、
題
詞
）
と
あ
り
、
一
尺
二
寸
（
天
平
尺
で
三
五
㌢
ほ
ど
）
も
積
っ

た
雪
に
よ
り
、
職
務
上
大
宮
に
伺
候
し
て
の
作
で
あ
る
。

後
半
四
首
は
、月
も
改
っ
て
二
月
に
な
り（
太
陽
暦
で
は
三
月
末
か
ら
四
月
）、

歌
の
場
は
橘
家
や
家
持
居
宅
・
春
の
野
と
し
て
の
詠
作
で
あ
る
。
前
半
四

首
か
ら
後
半
四
首
へ
受
け
継
が
れ
る
景
物
と
し
て
竹
（
竹
林
・
村
竹
）
と
鸎

（
鴬
）
が
あ
る
。
受
け
継
が
れ
る
景
物
よ
り
も
推
移
す
る
景
物
が
多
い
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
留
意
す
べ
き
は
、
春
の
景
を
移
り
ゆ
く
ま
ま
に
心

象
と
し
て
歌
い
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
各
々
の
歌
・
題
詞
に
つ
い
て
、
見
る
べ
き
発
言
を
拾
っ
て
ゆ
く
。

四
二
八
六
＝
竹
と
鶯
と
の
配
合
が
、早
く
も
こ
こ
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。

（
鴻
巣
盛
廣
氏
『
萬
葉
集
全
釈
』
第
五
冊
）

四
二
八
七
＝
こ
う
い
う
三
首
を
家
持
は
独
り
で
作
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
西
進
氏
『
大
伴
家
持
（
8
）』）

右
で
中
西
進
氏
が
「
独
り
で
作
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
別
の

表
現
で
言
う
と
「
宴
歌
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
二
八
八
＝
い
ず
れ
も
（
注
、
四
二
八
五
〜
八
八
）
歌
の
場
は
、
内
裏
と
そ

の
周
辺
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
少
納
言
と
い
う
官
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考

一
七



宴
歌
の
場
合
と
は
異
な
り
、
家
持
は
、
の
び
の
び
と
歌
い
、
で
き
ば

え
も
よ
い
。
か
れ
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
北
越
の
積
雪
を
想
う
瞬
間
が

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
作
歌
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
鶯
と
千
鳥
は
、
越
中
で
も
好
ん
で
歌
っ
た
対
象
で

あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
背
景
は
、
あ
く
ま
で
も
嘱
目
の

内
裏
に
お
け
る
雪
の
景
で
あ
る
。
家
持
は
、
半
年
に
し
て
す
っ
か
り

宮
廷
の
世
界
に
没
入
し
て
い
た
。

（
北
山
茂
夫
氏
『
大
伴
家
持
（
9
）』）

四
二
八
九
＝
そ
の
「
う
ぐ
ひ
す
」
が
一
月
十
一
日
の
歌
二
首

（
四
二
八
六
〜
七
）
に
登
場
す
る
。
太
陽
暦
二
月
十
八
日
頃
で
、「
う
ぐ

ひ
す
」が
鳴
い
た
と
は
思
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
う
ぐ
ひ
す
」

を
題
材
に
呼
び
こ
ん
で
幻
想
を
描
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
何
か
が

家
持
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
翌
日
の
一
月
十
二
日
の
歌
に
「
千
鳥
」
が

現
わ
れ
る
の
も
、
事
情
の
本
質
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
絶

唱
第
三
首
四
二
九
二
の
歌
に
「
ひ
ば
り
」
が
登
場
す
る
の
も
何
か
つ

な
が
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
…
中
略
…
。
絶
唱
三
首
は
、
題
材
の

点
で
、
奇
妙
に
家
持
帰
京
後
の
最
初
の
独
詠
歌
四
首
の
尾
を
、
脈
々

と
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
流
れ
か
ら
、
四
二
八
九
の
賀

歌
を
取
り
除
く
い
わ
れ
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
釈
注
』
十
）

四
二
九
〇
題
詞
「
依
興
」
―
―
こ
の
家
持
に
お
け
る
「
依
興
歌
」
に
つ

い
て
は
種
々
言
及（

10
）さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
小
野
寛
氏
と
藤
井
貞
和
氏

の
発
言
を
引
い
て
お
く
。

家
持
の
「
依
興
歌
」
は
共
通
し
て
非
現
実
の
世
界
を
う
た
う
歌
で
あ

り
、
家
持
の
「
興
」
は
現
実
か
ら
離
れ
て
想
像
の
世
界
を
描
こ
う
と

す
る
心
で
、
そ
れ
は
家
持
独
自
の
文
学
を
生
み
出
す
意
識
を
示
す
こ

と
ば
で
あ
り
、
文
学
創
造
に
お
け
る
想
像
力
の
存
在
を
意
識
し
た
こ

と
ば
だ
っ
た
と
論
じ
た
。

（
小
野
寛
氏
自
身
に
よ
る
「
家
持
の
依
興
歌
」
論
に
つ
い
て
の
要
約
（
11
））

ご
く
私
的
な
、
つ
ま
り
自
分
の
心
の
な
か
だ
け
で
の
事
件
と
し
て
の

感
興
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
…
中
略
…
。
そ
れ
ら
は
「
雑
歌
」
で
あ
る

よ
り
は
か
え
っ
て
反
「
雑
歌
」
と
見
る
の
が
よ
い
。

（
藤
井
貞
和
氏
「
作
家
論

詩
人
の
成
立
（
12
）」）

四
二
九
〇
以
下
の
三
首
＝

以
下
の
三
首
い
づ
れ
も
春
愁
の
心
を
詠
じ

た
も
の
で
、
家
持
も
こ
ゝ
に
及
ん
で
漸
く
そ
の
獨
自
の
風
格
を
示
す

に
至
つ
た
。

（
森
本
治
吉
氏
担
当
『
萬
葉
集
総
釈
（
13
）』

第
十
）

三
首
は
同
じ
日
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
ず
か
で
は
あ
っ

て
も
二
日
の
ず
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
一
貫
し
た
作
と
考
え

る
こ
と
は
正
確
で
は
あ
る
ま
い
。
早
い
話
、
第
一
首
と
第
二
首
と
に

は
、「
こ
の
夕
影
」「
こ
の
夕
べ
」
と
時
刻
の
指
定
が
き
ち
ん
と
行
な

わ
れ
て
い
て
、こ
れ
ら
を
土
台
と
し
た
上
で
夕
霞
の
中
の
う
ぐ
い
す
、

群
竹
を
揺
す
る
夕
風
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
首
を
一
連
と
考
え
る

こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
第
三
首
で
は
状
態
が
ま
る
で
違

う
。
…
中
略
…
。
二
十
三
日
の
歌
は
景
を
叙
べ
た
も
の
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
二
十
五
日
の
歌
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
情
を
述
べ
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
…
中
略
…
。
二
十
五
日
の
も
の
は
興
に

よ
っ
て
作
っ
た
の
で
は
な
い
。
あ
え
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
…
中

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考
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八



略
…
。
二
十
三
日
の
依
興
歌
の
趣
に
か
え
て
、
わ
が
孤
独
の
沈
思
が

い
か
に
悲
し
い
か
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
何
物
か
に
向

か
っ
て
、孤
独
の
悲
し
さ
を
歌
い
た
か
っ
た
の
が
、こ
の
一
首
で
あ
っ
た
。

（
中
西
進
「
絶
唱
三
首
の
誤
り
（
14
）」）

右
の
中
西
氏
の
指
摘
を
是
と
す
る
が
、
私
も
中
西
論
の
三
年
半
後
に
中

西
論
と
は
別
個
に
（
中
西
論
を
知
ら
ず
に
）、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

因
み
に
言
ふ
。
大
伴
家
持
の
短
歌
三
首
以
上
の
連
続
配
列
詠

二
十
一
群
を
拾
つ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
連
作
と
し
て
の
論
が
あ
る

も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
吟
味
す
る
と
時
の
推
移
と
共
に
詠
み
流
し

た
単
な
る
矚
目
詠
に
す
ぎ
な
く
て
、有
機
的
構
成
は
指
摘
で
き
な
い
。

即
ち
、
連
作
詠
は
一
も
存
し
な
く
て
、
家
持
は
矚
目
詠
歌
人
と
断
じ

う
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
二
十
一
群
中
に
は
入
れ
て
ゐ
な
い
が
、
著

名
な
「
春
愁
三
首
」
も
、
家
持
は
四
二
九
〇
・
四
二
九
一
番
歌
と

四
二
九
二
番
歌
と
に
分
か
つ
て
連
作
結
構
を
打
消
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
又
、
二
首
作
品
で
あ
る
が
、
一
見
連
作
か
と
思
は
れ
る
巻
十
九

冒
頭
の
春
苑
桃
李
歌
矚
目
詠
（
四
一
三
九
・
四
一
四
〇
番
歌
）
も
、
一
は
桃

を
歌
ひ
、
一
は
李
を
歌
ふ
の
み
で
、
そ
の
詠
む
内
容
、
歌
詠
の
世
界

は
別
箇
な
、
単
な
る
矚
目
詠
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
連
作
と
云
ふ

面
か
ら
み
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
家
持
像
と
云
へ
る
。

（
廣
岡
義
隆
「
讃
酒
歌
の
構
成
に
つ
い
て
（
15
）」）

四
二
九
〇
＝
尾
崎
暢
殃
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
関
連
歌
に
つ
い
て
の
指

摘
が
あ
る
。
川
口
常
孝
氏
の
整
理（

16
）で
引
用
す
る
。

（イ）
春
の
野
に
霞
た
な
び
き
咲
く
花
の
か
く
な
る
ま
で
に
逢
は
ぬ
君
か
も

（
巻
十
、
一
九
〇
二
。
作
者
未
詳
）

（ロ）
春
の
日
の
う
ら
が
な
し
き
に
お
く
れ
居
て
君
に
恋
ひ
つ
つ
現
し
け
め

や
も

（
巻
十
五
、
三
七
五
二
。
狭
野
弟
上
娘
子
）

（ハ）
わ
が
屋
戸
の
秋
の
萩
咲
く
夕
影
に
今
も
見
て
し
か
妹
が
光
儀
を

（
巻
八
、
一
六
二
二
。
田
村
大
嬢
）

（ニ）
梅
の
花
散
ら
ま
く
惜
し
み
わ
が
園
の
竹
の
林
に
鶯
鳴
く
も

（
巻
五
、
八
二
四
。
阿
氏
奥
島
）

四
二
九
一
＝
前
歌
の
夕
暮
れ
の
微
光
は
薄
れ
て
、
作
者
の
聴
覚
は
い
っ

そ
う
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
る
。

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
『
萬
葉
集
』）

ま
た
、
四
二
九
一
番
歌
に
つ
い
て
は
、
四
二
九
〇
番
歌
同
様
に
、
尾
崎

暢
殃
氏
論
の
川
口
常
孝
氏
に
よ
る
発
展
整
理（

17
）が
あ
る
。

（い）
わ
が
屋
戸
の
秋
の
萩
咲
く
夕
影
に
今
も
見
て
し
か
妹
が
光
儀
を

（
前
掲
の
（ハ）
の
歌
）

（ろ）
梅
の
花
散
ら
ま
く
惜
し
み
わ
が
園
の
竹
の
林
に
鶯
鳴
く
も

（
前
掲
の
（ニ）
の
歌
）

（は）
一
つ
松
幾
代
か
経
ぬ
る
吹
く
風
の
声
の
清
き
は
年
深
み
か
も

（
巻
六
、
一
〇
四
二
。
市
原
王
）

（に）
橡
の
解
濯
衣
の
あ
や
し
く
も
殊
に
着
欲
し
き
こ
の
夕
か
も

（
巻
七
、
一
三
一
四
。
作
者
未
詳
）

四
二
九
二
＝
（「
独
座
」「
独
越
」「
独
去
」「
独
宿
」
等
の
『
萬
葉
集
』
中
の
用
例
を

挙
げ
た
上
で
）

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ヒ
ト
リ
の
世
界
は
、
や
や
形
姿

を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
で
わ
た
し
た
ち
は
、
さ
ら
に
次
の

『
萬
葉
集
』
巻
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十
九
巻
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歌
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よ
う
な
問
い
を
設
け
て
み
よ
う
。
人
間
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
do

の
世
界
と
know
の
世
界
と
が
考
え
ら
れ
る
。
行
為
の
世
界
と
思

惟
の
世
界
と
で
あ
る
。
…
中
略
…
。
結
果
は
驚
く
べ
き
さ
ま
を
示
し

て
わ
た
し
た
ち
の
ま
え
に
提
出
さ
れ
る
。
家
持
の
一
例
だ
け
が
思
念

の
範
囲
の
も
の
で
、
他
は
す
べ
て
（
作
者
未
詳
歌
を
も
含
め
て
）
所
作
・
所

為
に
か
か
わ
る
。
家
持
だ
け
が
「
ひ
と
り
思
ふ
」
世
界
を
切
り
ひ
ら

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
…
中
略
…
わ
た
し
た
ち
は
改
め
て
、
こ
の
著
名

の
一
首
（
四
二
九
二
）
が
も
つ
重
み
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
川
口
常
孝
氏
「「
独
」
の
世
界
（
18
）」）

次
に
挙
げ
る
伊
藤
益
氏
の
分
析
は
、
前
二
首
と
後
一
首
が
截
然
と
分
か

れ
る
と
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
二
九
〇
〜
四
二
九
一
は
、
作
者
が
そ
の
た
だ
な
か
に
存
在
し
、
し

か
も
揺
曳
す
る
作
者
の
情
を
包
含
す
る
景
を
描
き
出
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
二
九
二
が
記
述
す
る
景
は
、
作
者
の

情
は
も
と
よ
り
、作
者
そ
の
も
の
を
も
疎
外
し
た
作
者
不
在
の
風
景
、

す
な
わ
ち
「
非
在
の
構
図
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
己
の
情
の
投
射

や
自
己
存
在
の
参
入
を
拒
ん
で
定
位
す
る
そ
の
「
非
在
の
構
図
」
に

直
面
す
る
家
持
は
、
自
己
の
実
存
の
根
底
を
揺
り
動
か
す
よ
う
な
不

安
に
駆
ら
れ
る
。
そ
の
不
安
の
な
か
で
「
ひ
と
り
し
思
へ
ば
」
と
語

る
と
き
、
彼
は
何
を
「
思
」
っ
て
い
た
の
か
。

（
一
九
七
〜
八
頁
）

四
二
九
二
の
家
持
が
心
の
目
を
以
て
凝
視
し
な
が
ら
（「
思
ふ
」
こ
と
に

よ
っ
て
）「
語
り
」
の
う
ち
に
も
た
ら
そ
う
と
し
た
も
の
は
、
在
る
も

の
に
関
し
て
の
み
言
表
の
能
力
を
も
つ
「
こ
と
ば
」
に
と
っ
て
、
本

来
的
に
関
与
不
能
な
「
非
在
」
と
い
う
事
態
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

思
わ
れ
る
。

（
二
〇
四
頁
）

家
持
の
四
二
九
二
を
め
ぐ
る
本
章
の
叙
上
の
考
究
は
、
日
本
人
が

す
で
に
古
代
の
時
点
で
「
非
在
」
を
明
瞭
に
自
覚
・
認
識
し
て
い
た

こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
…
中
略
…
。「
非
在
」
を
め
ぐ
っ
て
成

る
日
本
人
の
知
は
、
つ
ね
に
不
安
と
い
う
情
調
に
貫
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
〇
九
頁
）

（
伊
藤
益
氏
「
非
在
の
構
図
（
19
）」）

以
上
、当
条
は
研
究
の
動
向
を
追
う
形
に
な
り
引
用
が
多
く
な
っ
た
が
、

一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
「
春
愁
三
首
」
と
い
う
把
握
で
は
な
く
て
、

『
萬
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ま
ま
に
、
巻
末
の
三
首
に
つ
い
て
、
二
首

と
一
首
か
ら
成
る
と
把
握
す
る
読
み
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

私
は
当
条
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
前
半
四
首
は
、
正
月
十
一
〜

十
二
日
の
大
宮
の
景
で
あ
り
、
折
か
ら
の
一
尺
二
寸
の
積
雪
に
大
宮
に
馳

せ
参
じ
た
時
の
詠
作
と
し
て
、
大
宮
の
御
苑
の
雪
景
と
そ
れ
に
触
発
さ
れ

た
景
か
ら
歌
が
作
ら
れ
て
い
る
。
雪
が
前
半
四
首
の
全
て
に
出
る
と
共

に
、
御
苑
の
竹
、
梅
と
鸎
、
ま
た
河
渚
と
千
鳥
と
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
後
半
四
首
は
、
月
が
改
ま
っ
て
二
月
に
な
っ
て
か
ら
の
橘
家
や
家

持
の
居
宅
で
の
詠
作
で
あ
り
、
春
の
景
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
橘
諸

兄
へ
の
賀
歌
に
も
青
柳
を
描
出
し
、「
春
」（
春
野
・
春
日
）
の
語
を
基
軸
に
、

霞
・
夕
影
・
比
婆
里

ひ
ば
り

を
描
く
と
共
に
、
結
果
的
に
、
竹
（
竹
林
・
村
竹
）
と
鸎

と
が
前
半
四
首
と
後
半
四
首
と
を
繋
い
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
巻
末
八
首
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考

二
〇



四
、
お
わ
り
に

巻
十
九
巻
末
三
首
（
四
二
九
〇
〜
四
二
九
二
番
歌
）
は
多
く
「
春
愁
三
首
」
と

一
括
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
二
首
（
四
二
九
〇
〜
四
二
九
一
番
歌
）
と

一
首
（
四
二
九
二
番
歌
）
と
は
日
付
が
異
な
る
と
共
に
、
歌
の
情
景
も
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
中
西
進
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
連
作
と
い
う
面
か
ら
見
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
家
持
像
が
見
え
て

く
る
こ
と
に
つ
い
て
の
拙
論
も
示
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
益
氏
が
巻
末
三
首

を
二
分
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

二
月
廿
三
日
の
二
首
（
四
二
九
〇
〜
四
二
九
一
番
歌
）
は
ま
さ
に
「
依
興
歌
」

で
あ
り
、
二
月
廿
五
日
の
一
首
（
四
二
九
二
番
歌
）
は
そ
の
左
注
に
言
及
が
あ

る
「
悽
惆
作
歌
」
と
し
て
把
握
理
解
す
る
の
が
良
い
。
四
二
九
二
番
歌
の

左
注
を
三
首
（
四
二
九
〇
〜
四
二
九
二
番
歌
）
に
及
ぼ
す
理
解
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
日
付
を
付
し
た
題
詞
が
拒
ん
で
お
り
、
そ
の
解
釈
は
無
理
で
あ
る
。

左
注
は
四
二
九
二
番
歌
の「
語
注
」と
理
解
す
る
の
が
よ
い
。
曖
昧
に
三
首
全

体
に
及
ぼ
し
て
見
る
理
解
は
作
者
家
持
の
真
意
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
末
歌
群
の
八
首
全
体
に
つ
い
て
見
る
と
、
三
寒
四
温
の
早
春
譜
曲

（
四
二
八
五
〜
四
二
八
八
番
歌
）の
四
首
と
、雲
雀
も
鳴
く
晩
春
歌
曲（
四
二
八
九
〜

四
二
九
二
番
歌
）
の
四
首
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
低
迷
し
が
ち
で

あ
る
家
持
の
詠
作
が
、
春
の
胎
動
と
共
に
、
作
者
自
身
の
内
部
か
ら
詠
作

せ
し
め
た
と
言
う
べ
き
作
で
あ
り
、
結
果
的
に
、
巻
十
九
の
巻
頭
の
春
の

歌
群
と
照
応
す
る
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
平
成
二
十
四
年
度
『
美
夫
君
志
会
全
国
大
会

要
旨
・
資
料
』
（
美
夫
君
志
会
、

二
〇
一
二
年
六
月
三
〇
日
）。

（
２
）
小
野
寛
氏
「
春
愁
絶
唱
三
首
の
読
み
の
現
在
」（
初
発
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

一
九
九
七
年
八
月
「〈
万
葉
集

読
み
の
現
在
〉
大
伴
家
持
」。
同
氏
『
万
葉
集
歌
人
摘
草
』
改
題
所

収
、
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
三
月
）。

（
３
）
北
山
茂
夫
氏
『
大
伴
家
持
』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
九
月
）
二
三
八
頁
。

（
４
）
市
瀬
雅
之
氏
「
天
平
勝
宝
五
年
の
家
持
―
春
愁
の
歌
三
首
へ
の
到
達
―
」（
中
京
大

学
『
文
学
部
紀
要
』
三
〇
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
一
一
月
、
同
氏
『
大
伴
家
持
論
―
文
学
と
氏
族
伝

統
―
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
五
月
。
改
題
所
収
）。

（
５
）
川
口
常
孝
氏
『
大
伴
家
持
』
第
四
章
第
三
節
「
春
日
遅
遅
」（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年

一
一
月
）
八
七
四
〜
五
頁
。

（
６
）
川
口
常
孝
氏
「
越
中
以
後

生
涯
―
非
即
物
主
義
的
文
学
へ
の
道
―
」（
中
西
進
氏
編

『
大
伴
家
持

人
と
作
品
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）。

（
７
）
内
田
正
男
氏
『
日
本
暦
日
原
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
七
月
。﹇
第
四
版
﹈

一
九
九
二
年
六
月
）。

（
８
）
中
西
進
氏
『
大
伴
家
持
・
６
、
も
の
の
ふ
残
照
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
三
月
）。

八
〇
頁
。

（
９
）
北
山
茂
夫
氏
『
大
伴
家
持
』、
注
３
に
同
じ
。
二
三
六
〜
七
頁
。

（
10
）
引
用
す
る
小
野
寛
氏
と
藤
井
貞
和
氏
以
外
の
代
表
的
文
献
を
記
し
て
お
く
。
山
本

健
吉
氏
『
大
伴
家
持
』
日
本
詩
人
選
５
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
七
月
）。
橋
本
達
雄
氏

「
興
の
展
開
―
家
持
の
依
興
歌
二
首
の
背
景
―
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
五
二
号
（
吉
永
登

先
生
古
稀
記
念
上
代
文
学
特
集
）、
一
九
七
五
年
九
月
、
同
氏
『
大
伴
家
持
作
品
論
攷
』
所
収
）。
辰

巳
正
明
氏
「
依
興
歌
論
」（『
東
洋
研
究
』
六
二
〜
六
四
合
併
号
、
一
九
八
二
年
二
月
、
同
氏
『
万

葉
集
と
中
国
文
学
』
所
収
）。
橋
本
達
雄
氏
「
家
持
の
憂
愁
」（『
国
語
と
国
文
学
』

一
九
八
二
年
一
一
月
、
同
氏
『
大
伴
家
持
作
品
論
攷
』「
悽
惆
の
意
」
と
改
題
所
収
）。
小
野
寛
氏

「
大
伴
家
持
の
依
興
歌
追
攷
」（『
論
集
上
代
文
学
』
一
三
冊
、
一
九
八
四
年
三
月
）。

（
11
）
小
野
寛
氏
「
家
持
の
依
興
歌
」（『
論
集
上
代
文
学
』
第
四
冊
、
一
九
七
三
年
一
二
月
、
同
氏

『
大
伴
家
持
研
究
』
所
収
）。
要
約
引
用
は
、
注
２
の
小
野
寛
氏
『
万
葉
集
歌
人
摘
草
』
の

四
五
〇
頁
に
よ
る
。

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考

二
一



（
12
）
藤
井
貞
和
氏
「
作
家
論

詩
人
の
成
立
」（『
古
代
文
学
』
三
〇
号
、
一
九
九
一
年
三
月
。

同
氏
『
詩
の
分
析
と
物
語
状
分
析
』
所
収
）。
所
収
書
、
三
五
四
頁
。

（
13
）
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
の
『
萬
葉
集
総
釈
』
を
掲
げ
た
が
、
橋
本
達
雄
氏
は

「
空
穂
顕
彰
―
家
持
秀
歌
の
発
見
に
つ
い
て
―
」（『
ま
ひ
る
野
』
四
二
五
号
、
一
九
八
二
年

九
月
、
同
氏
『
大
伴
家
持
作
品
論
攷
』
改
題
所
収
）
に
お
い
て
、「
春
愁
三
首
」
の
最
初
の
提

唱
者
は
窪
田
空
穂
氏
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）
中
西
進
氏
「
絶
唱
三
首
の
誤
り
」（『
成
城
万
葉
』
一
六
号
、
一
九
七
九
年
一
一
月
。
同
氏

『
万
葉
の
時
代
と
風
土
』
角
川
選
書
、
所
収
（
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
四
月
）。『
中
西
進
著
作
集
』

第
三
三
巻
、
所
収
）。
角
川
選
書
、
九
七
〜
一
〇
〇
頁
。

（
15
）
廣
岡
義
隆
「
讃
酒
歌
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
四
巻
、

一
九
八
三
年
三
月
。
こ
の
論
の
注
七
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
）。

（
16
）
尾
崎
暢
殃
氏
「
春
愁
の
歌
の
形
成
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
九
七
一
年
七
月
、
同
氏
『
大
伴

家
持
論
攷
』所
収
、二
八
二
〜
三
頁
）。
こ
の
尾
崎
論
を「
ご
く
単
純
な
形
に
し
て
…
俯
観
」

と
い
う
言
い
方
で
、
整
理
し
発
展
展
開
し
て
い
る
川
口
氏
論
に
よ
っ
た
。
川
口
常
孝

氏
『
大
伴
家
持
』（
前
出
、
注
５
の
本
）、
八
八
三
頁
。

（
17
）
川
口
常
孝
氏
の
『
大
伴
家
持
』。
注
16
に
同
じ
く
、
八
八
四
頁
。

（
18
）
川
口
常
孝
氏
「「
独
」
の
世
界
」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
巻
、
一
九
七
一
年
三
月
、

同
氏
『
萬
葉
歌
人
の
美
学
と
構
造
』
所
収
）。
所
収
書
、
三
五
一
頁
。

（
19
）
伊
藤
益
氏
「
非
在
の
構
図
―
『
萬
葉
集
』
巻
十
九
、
四
二
九
二
の
論
―
」（『
日
本
人

の
知
―
日
本
的
知
の
特
性
―
』
北
樹
出
版
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
）。

﹇
ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

本
学
元
教
員
﹈

『
萬
葉
集
』
巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考

二
二


